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2022 年度 技術交流助成 成果報告（日本招聘） 

 

東海大学医学部基盤診療学系 臨床検査学 

氏名 浅井 さとみ 

 

会議等名称 第１７回アジア臨床病理・臨床検査医学会 

開 催 地 神戸市 

時 期 2022年10月7日（金）～2022年10月9日(日) 

 

 

1) はじめに（招聘の概要） 

 第１７回アジア臨床病理・臨床検査医学会議（Asian Society of Clinical Pathology 

and Laboratory Medicine：ASCPaLM）（大会長 宮地 勇人、事務局長 浅井さとみ 東

海大学医学部）では、総合テーマとして、「SDGs（Sustainable Development Goals）持

続可能な開発目標」への臨床検査の貢献を目指した。シンポジウムとして、I「SDGs に

おける臨床検査のインパクト」と II「次なるパンデミックの備え」の 2つを企画した。

本講演者はシンポジウム II「次なるパンデミックの備え」のシンポジストとして、台

湾臨床検査医学会からの推薦に基づき招聘した。 

 

2) 被招聘者の紹介 

 Tzong-Shi（Joey）Chieuh 博士は、Linkou Chang Gung 記念病院の臨床病理学教授で

あり、台湾輸血学会（TSBT）の会長である。彼は、米国コロラド州フォートコリンズに

あるコロラド州立大学および米国疾病対策センターで微生物学の博士号を取得してい

る。その後、彼は台湾の臨床病理学者のための専門医トレーニングを終了した。Chieuh

博士は 2007 年から 2016 年まで台湾の台北にある臨床病理学部の Tri-Service 総合病

院の医療ディレクターを務めた。これには輸血医学と幹細胞センターの医療ディレク

ターが含まれる。 

 Chiueh 博士は、分子ウイルス学を専攻しているほか、輸血医学にも深く関わってい

る。彼は台湾ヘモビジランスネットワークを設立した創設者の一人である。彼の現在の

研究は、血小板の同種抗体と患者の血液管理に焦点を当てている。抗血小板抗体を検出

するための濾過 ELISA法の特許を取得している。目下、彼は TSBT が提供する PBM 教育

プログラムを推進する主要な主催者メンバーである。 
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3) 会議または集会の概要 

 ASCPaLM は、臨床検査学（臨床病理学）を主たる活動とする地域社会のための非営利

組織である。ASCPaLM 会議は、アジア各国での活動、経験と知識について情報交換し、

臨床検査の良質な実践を通して、地域内外の健康と医療・福祉に貢献することを目的と

している。第１７回 ASCPaLM 会議では、総合テーマとして、「SDGs （Sustainable 

Development Goals）持続可能な開発目標」への臨床検査の貢献を目指した。大きな特

徴の 1 つは、我が国の臨床検査の新たな技術展開における本格的な国際標準化に向け

た企画である。臨床検査の学術推進と発展においては、アジアをはじめとしたグローバ

ルな展開が求められる。大会では、臨床検査医学分野における臨床・研究に従事する医

師及び研究者が一同に会して、特別講演、シンポジウム、ポスター発表を通して討議を

行い、研究成果を臨床に展開し、技術の進歩に呼応した良質の医療に寄与することを目

的とした。 

 

4) 会議の研究テーマとその討論内容 

 本講演者は、シンポジウム II にて、「How to realize the next emerging virus 

earlier before its outbreak（次の新興ウイルスについてアウトブレイク前の早期に

どのように認識するか）」のタイトルにて講演した。 

 臨床ウイルス学研究所の能力は、いくつかの既知の標的ウイルスの分離と検出にほ

とんど限られている。したがって、新興ウイルスは、通常の細胞株から分離されること

も、限られた入手可能なモノクローナル抗体の免疫蛍光染色で同定されることもない。

公衆衛生システムの専門調査チームは、新興ウイルスの発見を専門としているものの、

明らかなアウトブレイクが発生する前に調査や必要な検疫を開始することはきわめて

稀である。臨床ウイルス学研究所と公衆衛生の発生調査システムは、新興ウイルスを発

見するための 2 つの平行線のような存在である。次の可能性のある新興ウイルスに直

面して、臨床検査室とアウトブレイク調査チームの間の連携を促進するために、次の提

案がなされた。(1)特にクラスター感染の疑いがある場合にウイルス分離実施の臨床的

依頼を促進する、(2)細胞株の組み合わせを最適化して未知のウイルスに対する分離感

受性、細胞感染性を拡大するなど、いくつかの改善が推奨される。 (3)ウイルス同定に

利用できるモノクローナル抗体が限られているため、未知の分離株を同定する能力を

確立すること、および(4)必要な検疫を事前に開始するために、臨床ウイルス学研究所

とアウトブレイク調査チームとの間で緊密なコミュニケーションと協力を行うこと。 

5) 招聘した成果 

 次に起こりうるパンデミックに備えるためには、研究室での大規模・大量の解析デー

タを提供する方法に代わりに、新たに発生する感染性病原体を捉えて速やかに同定す

るためのインフラストラクチャを構築することが最も重要な検討課題である。実例と

して、ウイルス学レファレンスラボのネットワークによるインフルエンザウイルスと
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エンテロウイルスの定期的な調査中に、いくつかの新たなウイルスがアウトブレイク

前に検知され、メタゲノム NGS 分析によって特定された。体液（細胞フリー）のメタゲ

ノム NGS 分析によるスクリーニングは、設備、人材と資金のリソースと時間を要する従

来のメタゲノム NGS 分析に代わり効率的な手法として期待される。次の可能性のある

新興ウイルスに直面した際に活用可能な手法として大いに参考となる情報共有ができ

た。 

 日本では、新型コロナウイルスパンデミックにおいて、保健所・地方衛生研究所にて

行政検査として公衆衛生目的で行ってきた PCRによる新型コロナウイルス RNA 検査（以

下、PCR検査）は、2020 年 3 月６日から保険適用された。しかしながら、ニーズに対し

て PCR検査が十分に利用できない状況が続き、その結果、医療のみならず、社会・経済

に対する深刻な影響をもたらした。我が国の感染危機管理における脆弱性の背景とし

て、PCR検査に関して、国家的な組織基盤の欠如が浮き彫りとなった。本講演の発表と

討議の内容は、新たな病原体によるグローバル・パンデミック感染症（新興感染症）へ

の備えとして、これら国家的な組織基盤の整備と準備において有意義なものとなった。 

 

6) その他 

 持続可能な開発目標（SDGs）の目標３は、「すべての人に健康と福祉」である。医工

計測技術による生体計測（臨床検査）の結果において、人の疾病管理と健康管理に広く

貢献するには、生体計測（臨床検査）の結果と検査サービスにおける客観性と信頼性を

高めることが不可欠である。そのためには、計測技術の進歩に呼応した検査医学的観点

での品質実践、国際的な標準化と品質保証の活動として、国際標準規格における品質要

求事項、法的要求事項などスタンダードへの遵守と第三者評価への取り組みが必要で

ある。第１７回 ASCPaLM 会議は、それらの活動成果について、アジア諸国と情報共有す

る絶好の機会となった。 
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